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は
じ
め
に

は
じ
め
に

◉
〈
山
林
都
市
〉

大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）年
一
〇
月
七
日
、『
新
愛
知
』
紙
上
に
「
山
林
都
市
」
と
題
さ
れ
た
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
。
執
筆
者
は
、

当
時
、
都
市
計
画
愛
知
地
方
委
員
会
・
幹
事
の
役
職
に
あ
っ
た
黒
谷
了
太
郎
（
く
ろ
た
に
　
り
ょ
う
た
ろ
う 

一
八
七
四
―

一
九
四
五
）、
士
族
出
身
の
一
官
吏
で
あ
っ
た
。
黒
谷
の
「
山
林
都
市
」
は
、
R
・
ア
ン
ウ
ィ
ン
（R

ay
m

o
n

d

 U
n

w
in

, 1
8

6
3

-

1940

）
に
私
淑
し
た
「
田
園
都
市
」
の
理
論
を
、
台
湾
総
督
府
時
代
に
見
聞
し
た
「
山
岳
都
市
」
に
結
び
つ
け
た
独
自
の
「
ユ
ー
ト

ピ
ア
」
で
あ
り
、
こ
の
他
に
も
複
数
の
新
聞
や
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
、
最
終
的
に
単
著
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、

「
山
林
都
市
」
の
他
に
、「
森
林
都
市
／
フ
ォ
レ
ス
ト
・
シ
テ
ィ
」
あ
る
い
は
「
林
間
都
市
」
と
い
う
呼
称
を
も
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
は
、
後
に
「
日
本
型
田
園
都
市
」
と
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た
わ
が
国
の
「
田
園
都
市
」
の
中
で
も
、
異
彩
を
放
つ
存
在
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
発
表
さ
れ
た
当
時
は
、「
一
向
に
耳
を
貸
す
人
が
い
な
か
つ
た
」
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
後
も
彼
の
論
文

が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て
少
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
黒
谷
の
論
文
の
後
に
発
表
さ
れ
た
計
画
の
中
に
は
、「
山
林
都
市
」「
森
林
都
市
」「
林
間
都
市
」
あ
る
い
は

「
山
岳
都
市
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
複
数
の
事
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
う
し
た
計
画
の
設
計
者
の

中
に
は
、
西
山
夘
三
、
丹
下
健
三
、
菊
竹
清
訓
、
山
下
和
正
を
は
じ
め
と
す
る
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
建
築
家
の
名
前
さ
え
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
わ
が
国
が
、
敗
戦
後
に
高
度
経
済
成
長
を
経
て
、
バ
ブ
ル
経
済
が
破
綻
す
る
道
程
に
お
い
て
、〈
山
林
都
市
〉
と

い
う
言
葉
は
、
現
れ
て
は
消
え
て
い
く
詠
み
人
知
ら
ず
の
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
ニ
ュ
ー
・
ア
ー
バ
ニ
ズ
ム
（N

ew

 U
rb

an
ism

）」「
ア
ー
バ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
（U

rb
an

 V
illage

）」「
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ

（C
o

m
p

act C
ity

）」
…
…
、
現
在
、
都
市
と
建
築
に
か
か
わ
る
専
門
家
が
新
し
い
都
市
像
を
語
ろ
う
と
す
る
た
び
に
造
語
さ
れ
た
言

葉
は
、
ま
る
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
生
ま
れ
て
は
消
え
て
い
く
。
こ
れ
に
対
し
て
〈
山
林
都
市
〉
と
い
う
言
葉
は
、
一
世
紀
近

く
の
間
、
都
市
と
建
築
に
か
か
わ
る
専
門
家
の
発
想
を
励
起
す
る
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
で
あ
り
続
け
て
き
た
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
の
ほ

と
ん
ど
の
計
画
が
、
黒
谷
の
「
山
林
都
市
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
内
容
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
黒
谷
か
ら
引
き
剥
が
さ
れ
た
〈
山
林
都
市
〉
と
い
う
言
葉
だ
け
が
、
独
り
歩
き
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
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註
―
1 

参
考
文
献
1
参
照
。

註
―
2 

参
考
文
献
1
に
お
い
て
、
丹
下
は
、
伊
勢
神
宮

の
「
唯
一
神
明
造
」
に
、「
南
方
的
・
ア
ニ
ミ
ズ
ム
」
と

「
北
方
的
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
か
ら
な
る
二
つ
の
系
譜

の
接
点
を
見
出
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
前
者
の
「
南
方

的
・
ア
ニ
ミ
ズ
ム
」
で
は
水
平
的
平
面
的
な
「
高
床
」
が
、

後
者
の
「
北
方
的
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
で
は
垂
直
的
立

体
的
な
「
柱
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
象
で
あ
る
と
言
う
。

し
か
も
、
こ
う
し
た
二
項
対
立
に
よ
る
思
考
は
、
昭
和

三
〇
（
一
九
五
五
）
年
六
月
の
段
階
で
の
「
デ
ィ
オ
ニ
ソ

ス
的
な
も
の
と
ア
ポ
ロ
的
な
も
の
」、「
弥
生
的
な
も
の
と

縄
文
的
な
も
の
」
と
い
う
対
比
に
も
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

参
考
文
献
2
、 p.p

.115-131

参
照
。

註
―
3 

参
考
文
献
3
参
照
。

註
―
4 

参
考
文
献
4
参
照
。

註
―
5 

参
考
文
献
5 

、p
.p

.204-214

参
照
。

◉
〈
山
林
都
市
〉の
永
続
性

わ
が
国
の
都
市
と
建
築
の
デ
ザ
イ
ン
は
、「
変
化
し
続
け
る
こ
と
」
を
前
提
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
昭
和
三
七

（
一
九
六
二
）年
二
月
、
丹
下
健
三
と
川
添
登
の
エ
ッ
セ
イ
と
、
渡
辺
義
雄
の
写
真
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
伊
勢：

日
本
建
築
の
原

形
』
が
出
版
さ
れ
た
（
註
―
1
）
。
こ
の
著
書
に
お
い
て
、
丹
下
が
「
日
本
建
築
の
原
型
―
伊
勢
」
に
お
い
て
、「
高
床
」
と
「
棟
木
」

か
ら
な
る
「
神
明
造
」
と
い
う
「
フ
ォ
ー
ム
」
の
分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
伝
統
の
中
に
現
代
建
築
を
位
置
づ
け
よ

う
と
し
て
み
せ
た
の
に
対
し
て
（
註
―
2
）
、
川
添
は
「
伊
勢
文
化
論
」
に
お
い
て
、「
式
年
遷
宮
」
を
「
新
陳
代
謝
」
と
し
て
捉
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
が
起
こ
し
た
「
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
運
動
」
を
擁
護
し
よ
う
と
し
た
（
註
―
3
）
。「
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
運
動
」
に
お
け

る
「
新
陳
代
謝
」
の
理
論
は
、
菊
竹
清
訓
の
「
ム
ー
ブ
ネ
ッ
ト
（M

o
ve-n

et

）」「
ム
ー
バ
ブ
ル
ハ
ウ
ス
（M

o
vab

le-h
o

u
se

）」「
ム

ー
バ
ブ
ロ
ッ
ク
（M

o
va-b

lo
ck

）」
か
ら
な
る
「
三
つ
の
動
く
も
の
」
に
よ
っ
て
、
家
具
―
住
宅
―
都
市
と
い
う
異
な
る
ス
ケ
ー
ル

に
お
け
る
可
動
性
と
可
変
性
に
置
き
換
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、「
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
運
動
」
と
同
じ
年
に
発
表
さ
れ

た
丹
下
健
三
の
「
東
京
計
画1

9
6

0

」
で
は
、
永
久
的
な
構
造
体
か
ら
な
る
「
メ
ジ
ャ
ー
・
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
」
と
、
可
変
の
住
居

ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
な
る
「
マ
イ
ナ
ー
・
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
」
と
い
う
都
市
像
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
「
新
陳
代
謝
」
の
あ

り
方
で
あ
っ
た
（
註
―
4
）
。

実
際
に
、
わ
が
国
の
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
「
変
化
し
な
い
こ
と
」
を
探
す
こ
と
は
、
困
難
を
極
め
る
作
業
で
あ
り
、「
変
化
し
続

け
る
こ
と
」
こ
そ
が
、
唯
一
「
変
化
し
な
い
こ
と
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
高
度
経
済
成

長
時
代
に
合
致
す
る
美
学
で
あ
り
、
そ
れ
は
P
・
R
・
バ
ン
ハ
ム
（P

eter R
eyn

er B
an

h
am

, 1922–
1988

）
の
言
う
「
使
い
捨
て
の

美
学
」
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
（
註
―
5
）
、
低
成
長
時
代
の
現
代
社
会
に
お
い
て
、
こ
れ
を
善
し
と
す
る
者
は
、
も
は
や

ど
こ
に
も
い
な
い
で
あ
ろ
う
。「
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
運
動
」
で
は
、「
変
化
し
な
い
こ
と
」
で
あ
る
「
メ
ジ
ャ
ー
・
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
」

と
、「
変
化
す
る
こ
と
」
で
あ
る
「
マ
イ
ナ
ー
・
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
」
の
両
方
を
一
度
に
創
出
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
後
に
低
成
長
時
代
に
突
入
す
る
と
と
も
に
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
今
日
、
高
度
経
済
成
長
期
と
同
様
に

「
メ
ジ
ャ
ー
・
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
」
を
建
設
す
る
経
済
的
・
空
間
的
余
地
が
ど
こ
に
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
現
在
で
は
、「
変
化
し
な
い

こ
と
」
の
骨
格
（
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
）
を
探
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
際
、〈
山
林
都
市
〉
が
有
す
る

永
続
性
は
、
そ
う
し
た
「
変
化
し
な
い
こ
と
」
の
骨
格
に
は
な
り
得
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
書
は
、
こ
う
し
た
問
い
に
答
え
よ
う
と
し

て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

5

は
じ
め
に

註
―
6 

コ
ー
ネ
ル
大
学
に
お
け
る
ロ
ウ
の
弟
子
は
、
た

と
え
ば
、
T
・
L
・
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
、
F
・
コ
ッ
タ
ー
、

S
・
コ
ー
エ
ン
、
S
・
ハ
ー
ト
、
J
・
M
・
シ
ュ
ワ
ー
テ

ィ
ン
グ
、
B
・
ケ
リ
ー
、
M
・
ベ
ル
等
の
名
前
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
参
考
文
献
6
参
照
。

註
―
7 

参
考
文
献
7
、p

.p
.132-153

参
照
。

註
―
8 

参
考
文
献
7
、p

.p
.99-131

参
照
。

註
―
9 

R
・
A
・
M
・
ス
タ
ー
ン
は
、「
ブ
ラ
イ
ト

ン
・
ビ
ー
チ
住
宅
競
技
設
計
（
一
九
六
八
）」
に
お
け
る
、

ウ
ェ
ル
ズ
／
ケ
ッ
タ
ー
に
よ
る
一
等
案
と
、
ヴ
ェ
ン
チ
ュ

ー
リ
と
ロ
ー
チ
に
よ
る
三
等
案
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
よ
り
少
な
い
こ
と
は
よ
り
多
い
こ
と
で
あ
る

（L
ess is m

o
re.

）」
と
す
る
旧
世
代
と
、「
よ
り
少
な
い

こ
と
は
退
屈
な
こ
と
で
あ
る
（L

ess is b
ore.

）」
と
す
る

新
世
代
の
対
比
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
し
た
。
新
旧
世

代
間
の
対
比
は
、「
エ
ク
ス
ク
ル
ー
シ
ヴ
ィ
ズ
ム

（E
x

clu
sivism

、
排
他
主
義
）
V
S
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ヴ
ィ

ズ
ム
（In

clu
sivism

、
包
括
主
義
）」
と
い
う
構
図
に
よ

っ
て
説
明
さ
れ
る
と
同
時
に
、「
ホ
ワ
イ
ト
派
V
S
グ
レ

イ
派
」
と
い
う
構
図
に
も
展
開
さ
れ
た
。
参
考
文
献
8
参

照
。

註
―
10 

参
考
文
献
1
に
お
い
て
、
丹
下
は
「
フ
ォ
ー

ム
」
と
い
う
言
葉
を
度
々
用
い
て
お
り
、「
具
体
的
な
形

態
の
背
後
に
あ
る
本
質
的
な
形
相
」
と
し
て
い
る
。
な
お
、

丹
下
に
よ
る
こ
の
論
文
に
は
、
L
・
I
・
カ
ー
ン
（L

ou
is 

Isad
ore

 K
ah

n
, 1901-1974

）
に
よ
る
「
フ
ォ
ー
ム
」、

G
・
ケ
ペ
シ
ュ
（G

y
ö

rg
y

 K
e

p
e

s, 1
9

0
6

-2
0

0
1

）
や

K
・
リ
ン
チ
（K

evin

 L
yn

ch
, 1

9
1

8
-1

9
8

4

）
に
よ
る

「
イ
メ
ー
ジ
」、
エ
ル
ン
ス
ト
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
（E

rn
st 

C
a

s
s

ire
r, 1

8
7

4
-1

9
4

5

）
と
S
・
K
・
ラ
ン
ガ
ー

（S
u

san
n

e

 K
n

au
th

 L
an

ge, 1895-1985

）
に
よ
る
「
サ

イ
ン
」
と
「
シ
ン
ボ
ル
（
象
徴
）」
を
踏
ま
え
た
「
西
欧

的
教
養
」
が
下
敷
き
と
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
本
論
文
で
は
、
丹
下
が
「
フ
ォ
ー
ム
」
を
「
形
相
」

と
訳
出
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
森
林
の
様
相
を
「
林

相
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
参
考
文
献
9
参
照
。

註
―
11 

参
考
文
献
10
、p

.80

参
照
。

◉
〈
山
林
〉と
い
う「
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」

こ
こ
で
言
う
「
変
化
し
な
い
こ
と
」
の
骨
格
を
別
の
言
い
方
で
捉
え
る
と
す
れ
ば
、
都
市
と
建
築
に
か
か
わ
る
専
門
家
が
し
ば
し

ば
用
い
る
「
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」
と
い
う
言
葉
に
か
か
わ
る
事
柄
を
含
む
も
の
で
あ
る
。「
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」
と
い
う
概
念
は
、
コ
ー

リ
ン
・
ロ
ウ
（C

o
lin

 R
o

w
e, 1920-1999

）
が
、
一
九
六
三
年
に
コ
ー
ネ
ル
大
学
大
学
院
に
開
設
し
た
都
市
デ
ザ
イ
ン
・
ス
タ
ジ
オ

で
学
ん
だ
人
々
が
共
有
し
た
考
え
方
で
あ
っ
た
（
註
―
6
）
。
T
・
L
・
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
（T

h
o

m
as L

. Sch
u

m
ach

er, 1941-

）
は
、

一
九
七
一
年
に
「
コ
ン
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム：

都
市
の
理
想
形
と
そ
の
変
形
に
つ
い
て
」
を
著
し
、「
コ
ン
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
リ
ズ

ム
（C

o
n

tex
tu

alism

）」
と
い
う
概
念
を
最
初
に
文
字
に
し
た
（
註
―
7
）
。
さ
ら
に
一
九
七
四
年
に
は
、
S
・
コ
ー
エ
ン
（S

tew
art 

C
o

h
en

, 1
9

4
2

-

）
は
、
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
が
打
ち
立
て
た
概
念
を
補
完
し
た
。
コ
ー
エ
ン
は
、
言
語
学
に
お
け
る
「
統
辞
論

（Syn
tax

）」
と
「
意
味
論
（Sem

an
tics

）」
と
い
う
考
え
方
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
物
理
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
／
文
化
的
コ
ン

テ
ク
ス
ト
」
と
い
う
論
文
を
著
し
た
（
註
―
8
）
。
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
論
文
が
、「
統
辞
論
」
と
し
て
の
「
物
理
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト

（P
h

ysical C
o

n
tex

t

）」
の
理
解
に
傾
け
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
コ
ー
エ
ン
は
R
・
A
・
M
・
ス
タ
ー
ン
（R

o
b

ert A
. M

. 

S
tern

, 1
9

3
9

-

）
が
提
唱
し
た
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ヴ
ィ
ズ
ム
（In

clu
sivism

、
包
括
主
義
）」
を
応
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
意
味

論
」
と
し
て
の
「
文
化
論
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
（C

u
ltu

ral C
o

n
text

）」
に
つ
い
て
言
及
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（
註
―
9
）
。「
文
化

的
」
＝
「
イ
メ
ー
ジ
」
と
す
る
コ
ー
エ
ン
の
論
理
展
開
か
ら
す
れ
ば
、
詠
み
人
知
ら
ず
と
な
り
な
が
ら
も
戦
前
と
戦
後
を
超
え
て
継

承
さ
れ
て
き
た
〈
山
林
都
市
〉
は
、
わ
が
国
の
「
文
化
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」
で
あ
る
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

◉
〈
山
容
〉と〈
林
相
〉

さ
て
、
コ
ー
エ
ン
が
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
か
ら
引
き
継
い
だ
「
物
理
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」
に
つ
い
て
は
、〈
山
林
〉
の
構
成
要
素
に

か
か
わ
る
内
容
に
他
な
ら
な
い
。
本
書
で
は
、〈
山
林
〉
が
、
土
地
の
起
伏
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
「
地
形
」
と
、
そ
こ
に
根
付
い
た

「
森
林
」
と
い
う
二
つ
の
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
で
取
り
扱
う
〈
山
林
〉
は
、
山
の
姿
形
を

言
い
表
す
〈
山
容
〉
と
、
そ
の
山
肌
を
形
成
す
る
森
林
の
様
相
を
言
い
表
す
〈
林
相
〉
か
ら
な
る
複
眼
的
視
点
に
よ
っ
て
捉
え
よ
う

と
考
え
た
（
註
―
10
）
。
こ
う
し
た
〈
山
容
〉
と
〈
林
相
〉
の
関
係
は
、
ア
メ
リ
カ
の
知
覚
心
理
学
者
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
J
・
ギ
ブ
ソ
ン

（Jam
es Jero

m
e G

ib
so

n
, 1

9
0

4
-1

9
7

9

）
が
、「
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
」
を
提
唱
す
る
以
前
に
「
直
接
知
覚
」
を
説
く
際
に
用
い
た
、

「
形
態
」
と
「
肌
理
」
の
関
係
に
準
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
（
註
―
11
）
。
つ
ま
り
、〈
山
容
〉
と
は
〈
山
林
〉
の
「
形
態
」



6

註
―
12 

参
考
文
献
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、p

.6

参
照
。

で
あ
り
、〈
林
相
〉
と
は
〈
山
林
〉
の
「
肌
理
」
で
あ
り
、
両
者
の
関
係
は
、
ギ
ブ
ソ
ン
が
提
示
し
た
「
空
中
の
論
理
（A

ir 

T
h

eo
ry

）」
と
「
地
上
の
論
理
（G

ro
u

n
d

 T
h

eo
ry

）」
か
ら
な
る
複
眼
的
視
点
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
（
註
―
12
）
。

◉
本
書
の
構
成

本
書
で
は
、『
山
林
都
市
』「
山
林
都
市
」〈
山
林
都
市
〉
と
い
う
三
種
類
の
括
弧
付
き
の
山
林
都
市
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
、
一
般
的
な
学
術
論
文
の
慣
例
に
従
う
も
の
で
、
特
定
の
作
家
に
よ
る
書
名
と
論
文
名
・
作
品
名
を
表
す
場
合
に
は
、『
山
林

都
市
』
と
「
山
林
都
市
」
を
使
用
し
、
本
書
の
主
題
と
す
る
内
容
を
指
示
す
る
際
に
は
、〈
山
林
都
市
〉
を
用
い
て
い
る
。

本
書
は
、
全
部
で
五
章
か
ら
な
る
構
成
で
あ
り
、
以
下
に
概
要
を
列
挙
し
て
お
く
。

第
Ⅰ
章
「〈
山
林
都
市
〉
前
史
」
で
は
、
近
代
初
頭
に
見
出
さ
れ
た
〈
山
容
〉
と
〈
林
相
〉
に
つ
い
て
概
観
し
た
後
で
、〈
山
林
〉

を
巡
る
初
期
的
な
開
発
事
例
と
し
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
「
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
」
と
「
林
間
学
校
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

第
Ⅱ
章
「
山
林
都
市
／
一
名
林
間
都
市
」
で
は
、〈
山
林
都
市
〉
と
い
う
言
葉
の
生
み
の
親
で
あ
る
黒
谷
了
太
郎
の
経
歴
と
『
山

林
都
市
』
の
内
容
に
つ
い
て
詳
述
し
た
後
で
、
彼
の
著
作
活
動
の
足
跡
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
物
像
と
『
山
林
都
市
』
の

位
置
づ
け
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

第
Ⅲ
章
「〈
山
林
都
市
〉
の
想
像
力
」
で
は
、
黒
谷
了
太
郎
の
『
山
林
都
市
』
に
関
す
る
反
響
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
実
現
を

名
古
屋
の
東
部
丘
陵
地
開
発
に
見
た
後
で
、
戦
前
期
に
お
け
る
小
田
原
急
行
鉄
道
（
株
）
に
よ
る
「
林
間
都
市
計
画
」（
一
九
二
九
）、

B
・
タ
ウ
ト
に
よ
る
「
生
駒
山
嶺
小
都
市
計
画
」（
一
九
三
三
）、
小
林
一
三
に
よ
る
「
森
林
公
園
式
都
会
」（
一
九
三
六
）
か
ら
な
る

実
例
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。

第
Ⅳ
章
「〈
山
林
都
市
〉
の
構
想
力
」
で
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
戦
後
の
〈
山
林
〉
に
関
す
る
開
発
を
、「
住
宅
地
」
と
「
別
荘

地
」
を
巡
る
〈
山
林
都
市
〉
と
し
て
列
挙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
足
跡
を
辿
っ
て
い
る
。「
住
宅
地
」
に
つ
い
て
は
、
西
山
夘

三
に
よ
る
「
山
岳
都
市
」（
一
九
四
六
）、
菊
竹
清
訓
に
よ
る
「
森
林
都
市
基
本
構
想 F

o
rest C

ity

」（
一
九
六
八
）「
山
林
都
市
構

想 

」（
一
九
七
一
）「「
森
林
都
市
」
の
開
発
原
理
―
T
Y
T
計
画
基
本
構
想
へ
の
指
針
―
」（
一
九
七
二
）、
南
海
電
鉄
に
よ
る
「
南
海

橋
本
林
間
田
園
都
市
」（
一
九
七
六
）、「
別
荘
地
」
に
つ
い
て
は
、
丹
下
健
三
に
よ
る
「
磐
梯
猪
苗
代
自
由
時
間
都
市
」

（
一
九
六
六
、一
九
七
一
）、
菊
竹
清
訓
に
よ
る
「
パ
サ
デ
ィ
ナ
・
ハ
イ
ツ
」（
一
九
七
四
）、
山
下
和
正
の
「
山
林
都
市
「
川
内
高
原
」

開
発
計
画
」（
一
九
九
〇
、一
九
九
四
）等
を
取
り
上
げ
て
、
各
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
詳
述
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
背
景
に
と

7

は
じ
め
に

な
っ
た
事
象
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

第
Ⅴ
章
「〈
山
林
都
市
〉
の
デ
ザ
イ
ン
」
で
は
、
黒
谷
了
太
郎
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
『
山
林
都
市
』
の
特
徴
を
、〈
山
林
都
市
〉

の
遺
伝
子
と
し
て
ま
と
め
る
一
方
で
、〈
山
林
都
市
〉
の
デ
ザ
イ
ン
を
「
斜
面
」
と
「
緑
地
」
と
い
う
観
点
に
お
い
て
論
じ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
章
構
成
は
、
第
Ⅱ
章
の
黒
谷
に
よ
る
「
山
林
都
市
」
を
中
心
に
、
第
Ⅰ
章
の
黒
谷
以
前
の
〈
山
林
都
市
〉
の
背
景
と
な

る
内
容
に
つ
い
て
と
、
第
Ⅲ
章
と
第
Ⅳ
章
の
黒
谷
以
降
の
〈
山
林
都
市
〉
に
大
別
で
き
る
。
い
ず
れ
の
章
に
お
い
て
も
、
個
別
の
計

画
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン
上
の
理
念
と
実
践
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。
な
お
、
第
Ⅴ
章
は
、
終
章
と
し
て
総
括
す
る
も

の
で
あ
る
と
と
も
に
、
多
分
に
〈
山
林
都
市
〉
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
黒
谷
が
見
出
し
た
〈
山
林
都
市
〉
と
い
う
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
を
い
ま
だ
に
探
し
続
け
て
い
る
。〈
山
林
都
市
〉
は
、

ど
の
よ
う
な
背
景
の
中
か
ら
出
現
し
、
そ
の
遺
伝
子
は
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
、
今
日
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
ど
こ
に
潜

ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
書
に
よ
っ
て
、
そ
の
全
容
が
俯
瞰
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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参
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た
本
書
第
Ⅰ
章
に
お
い
て
、「
林
間
学
校
」
の
誕
生
を
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
ク
と
し
た
、
ド
ク
ト
ル
・
ベ
ン
ラ
ッ
ク
ス
に
よ
る

「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
ヒ
林
間
学
校
に
就
て
」
と
い
う
論
文
を
翻
訳
し
た
の
が
、
三
矢
宮
松
で
あ
っ
た
（
註
2
―
5
）
。
そ
の
後
、
東

洋
拓
殖
（
株
）（
一
九
三
〇
年
一
一
月
）
を
経
て
、
再
び
台
湾
へ
渡
り
、
台
湾
総
督
府
殖
産
局
特
産
課
嘱
託
（
一
九
三
一
年
七
月
―

一
九
三
七
年
六
月
）
に
務
め
た
が
、
終
生
慕
っ
た
宮
尾
舜
治
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
彼
の
伝
記
『
宮
尾
舜
治
伝
』（
一
九
三
九
年
）
を

編
む
た
め
に
職
を
辞
し
た
（
註
2
―
6
）
。
上
梓
し
た
後
で
、
昭
和
一
五
（
一
九
四
〇
）年
よ
り
台
中
州
知
事
官
房
文
書
課
嘱
託
、
台
湾

総
督
府
企
画
部
企
画
課
・
同
総
務
局
総
務
課
・
鉱
工
局
工
業
課
等
を
歴
任
し
た
が
、
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）年
五
月
に
台
北
で
鬼

籍
に
入
っ
た
。

第
二
節

　「
山
林
都
市
」の
特
徴

黒
谷
の
「
山
林
都
市
」
は
、
わ
が
国
の
約
三
分
の
二
を
占
め
る
「
山
林
」
を
利
用
し
、
当
時
の
最
先
端
の
都
市
モ
デ
ル
で
あ
っ
た

「
田
園
都
市
」
に
代
わ
る
「
ユ
ー
ト
ピ
ヤ
」
と
し
て
構
想
さ
れ
た
。
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
を
通
じ
て
、
多
く
の
「
日
本
型
田
園
都

市
」
が
構
想
さ
れ
た
が
、「
田
園
」
を
「
山
林
」
と
読
み
替
え
た
の
は
黒
谷
一
人
で
あ
り
、
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
着
眼
点
で
あ
っ
た
。

黒
谷
の
「
山
林
都
市
」
が
目
指
し
た
の
は
、
山
林
を
水
源
と
す
る
水
力
発
電
に
よ
っ
て
工
業
を
興
し
、
地
形
を
巧
み
に
利
用
し
た
用

途
地
域
が
敷
か
れ
、
電
気
自
動
車
が
往
来
す
る
人
工
美
と
自
然
美
が
調
和
し
た
「
小
都
市
」
で
あ
っ
た
。
一
世
紀
近
く
前
に
わ
が
国

の
一
官
吏
が
著
し
た
素
朴
な
夢
は
、「
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
」
に
代
表
さ
れ
る
現
在
の
規
範
と
な
る
都
市
モ
デ
ル
と
大
差
な
い
先

駆
的
な
構
想
で
あ
っ
た
。

政
府
機
関
に
奉
職
す
る
傍
ら
で
、
黒
谷
は
、
一
官
吏
の
身
分
と
仕
事
の
枠
を
超
え
出
た
量
の
著
作
を
残
し
た
【
巻
末
表
2
】
。
こ
こ

で
は
、
彼
の
主
著
と
な
る
『
山
林
都
市
』
に
つ
い
て
検
証
し
、
そ
れ
以
外
の
主
要
な
著
述
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
は
、
そ
の
発
表
経
緯
を
追
い
か
け
て
、〈
山
林
都
市
〉
の
成
立
過
程
を
見
て
み
た
い
と
思
う
。

◉
山
林
都
市
、
山
林
都
市
計
画
、
林
間
都
市 

―F
o
rest C

ity

―

黒
谷
了
太
郎
の
『
山
林
都
市
』
は
、
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）年
か
ら
昭
和
三
（
一
九
二
八
）年
ま
で
に
、「
山
林
都
市
」「
山
林
都

市
計
画
」「
林
間
都
市 

―F
o

rest C
ity

―
」
と
い
う
三
つ
の
名
称
で
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
少
し
ず
つ
内
容
が
異
な
る
た
め
、
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5
、p

.p
.10-26

参
照
。

【
図
2
】『
山
林
都
市
―F

o
r
e
s
t
C
i
t
y

―
』（
曠
台
社 

一
九
二
八
年
） 

表
紙（
筆
者
蔵
）

彼
に
よ
る
『
山
林
都
市
』
の
構
想
は
、
こ
れ
ら
三
つ
か
ら
な
る
著
作
の
総
意
と
し
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
山
林
都
市
」
が
、
最
初
に
発
表
さ
れ
た
の
は
、
台
湾
総
督
府
に
よ
っ
て
台
湾
事
情
や
南
支
南
洋
地
域
の
状
況
を
周
知
す
る
目
的

で
発
行
さ
れ
て
い
た
雑
誌
『
台
湾
時
報
』
の
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
一
〇
月
五
日
付
の
記
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
雑
誌
の
読
者
は

限
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
内
地
に
い
る
国
民
の
目
に
留
ま
る
の
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
発
表
さ
れ
た
『
新
愛
知
』
と
い
う
地
方
新
聞
紙

上
で
同
月
七
日
よ
り
九
日
ま
で
の
三
日
間
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
記
事
で
あ
っ
た
。
翌
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
に
は
、「
都

市
計
画
名
古
屋
地
方
委
員
会
内
青
年
都
市
研
究
会
」
に
よ
っ
て
全
四
八
頁
か
ら
な
る
小
冊
子
と
し
て
発
行
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
、
本

文
に
先
立
っ
て
全
一
〇
項
目
か
ら
な
る
「
大
意
」
が
、
追
加
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
の
『
産
業
時
報
』
で

は
、
第
三
巻
第
一
号
と
第
二
号
の
二
回
に
分
け
て
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
の
『
土
木
建
築
雑
誌
』
で
は
、
第
三
巻
第
一
号
か

ら
第
三
号
ま
で
の
三
回
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
、
特
に
後
者
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
だ
け
は
、「
山

林
都
市
計
画
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
、
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
の
『
内
務
時
報
』
の
第

三
三
二
号
か
ら
第
三
三
四
号
ま
で
の
三
回
分
に
引
き
継
が
れ
た
が
、
同
年
の
『
都
市
創
作
』
で
は
、
第
二
巻
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま

で
の
五
回
に
分
け
て
掲
載
さ
れ
た
際
に
、
内
容
の
修
正
が
行
わ
れ
た
。
最
大
の
変
更
点
は
、
先
述
し
た
「
大
意
」
が
、
第
九
項
目
と

第
一
〇
項
目
の
二
項
目
が
挿
入
さ
れ
て
全
一
二
項
目
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
「
大
意
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

最
終
的
に
は
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
二
月
に
、
曠
台
社
よ
り
全
八
九
頁
か
ら
な
る
単
著
と
し
て
出
版
さ
れ
た
【
図
2
】
。
大
正

一
一
年
版
の
小
冊
子
に
付
さ
れ
た
序
文
と
、
全
一
二
項
目
か
ら
な
る
「
大
意
」
の
他
に
、「
バ
ー
カ
ー
及
ア
ン
ウ
ヰ
ン
氏
の
設
計
し

た
レ
ツ
チ
ヲ
ー
ズ
の
都
市
計
画
図
」「
レ
ツ
チ
ヲ
ー
ズ
の
田
園
都
市
計
画
全
図
」「
レ
ツ
チ
ヲ
ー
ズ
の
商
業
地
」「
レ
ツ
チ
ヲ
ー
ズ
の

労
働
者
住
宅
」「
エ
ル
ヰ
ン
の
田
園
都
市
計
画
図
」「
エ
ル
ヰ
ン
の
地
域
性
」「
エ
ル
ヰ
ン
の
住
居
地
域
設
計
の
一
例
」「
エ
ル
ヰ
ン
の

ブ
ロ
ツ
ク
ス
・
ウ
ツ
ド
小
路
」
か
ら
な
る
八
枚
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
た
。

◉「
山
林
都
市
」＝「
山
岳
都
市
」＋「
田
園
都
市
」

黒
谷
は
、
台
湾
総
督
府
に
勤
務
し
て
い
た
明
治
三
二
―
三
三
（
一
八
九
九
―
一
九
〇
〇
）年
頃
に
、
イ
ギ
リ
ス
が
一
九
世
紀
に
イ

ン
ド
に
お
い
て
避
暑
地
と
し
て
開
発
し
た
シ
ム
ラ
（Sim

la

）・
ナ
ニ
タ
ー
ル
（N

an
i T

al

）・
ダ
ー
ジ
リ
ン
（D

arjilin
g

）・
ム
ッ
ス
リ

ー
（M

u
sso

o
rie

）・
マ
リ
ー
（M

u
rree

）
な
ど
の
列
強
各
国
の
熱
帯
植
民
地
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
や
サ
マ
ー
タ
ウ
ン
の
こ
と
を
聞
き
及

ん
で
、
台
湾
に
お
け
る
「
山
上
都
市
」
あ
る
い
は
「
山
岳
都
市
」
と
い
う
着
想
に
至
っ
た
と
述
べ
て
い
る（
註
2
―
7
）
。
さ
ら
に
そ
の
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【
図
3
】
R
・
ア
ン
ウ
ィ
ン
か
ら
黒
谷
了
太
郎
へ
の
書
簡

（1922

年4

月4

日
付
お
よ
び1924

年12

月27

日
付
）

黒
谷
に
よ
れ
ば
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
頃
、「
名
古

屋
を
近
代
的
に
計
画
す
る
に
は
、
欧
米
の
諸
大
家
の
助
力

を
求
む
る
の
必
要
が
あ
る
と
思
ひ
、
約
6
か
国
の
斯
界
の

協
会
長
に
其
の
旨
を
依
頼
し
た
所
、
独
逸
其
の
他
の
3
か

国
の
協
会
か
ら
は
何
等
の
返
事
が
な
く
、
白
耳
義
の
協
会

か
ら
は
国
書
を
送
つ
て
く
れ
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た
が
、
レ

ー
モ
ン
ド
・
ア
ン
ヰ
ン
氏
か
ら
は
、
…
…
非
常
に
親
切
な

る
手
紙
や
印
刷
物
を
送
つ
て
く
れ
…
…
間
も
な
く
レ
ヂ
ナ

ル
ド
・
ダ
ン
氏
を
紹
介
し
て
く
れ
た
」
と
い
う
。
R
.
ダ

ン
（R

egin
ald

 D
an

n
, 1

8
8

3
-1

9
3

9

）
は
、1

9
2

1

年
に

イ
ン
ド
・
マ
ド
ラ
ス
の
都
市
計
画
行
政
官
に
任
命
さ
れ
、

ア
メ
リ
カ
を
経
由
し
て
来
日
、「
態
々
名
古
屋
に
立
寄
つ

て
都
市
計
画
上
色
々
有
益
な
助
言
を
与
え
て
く
れ
た
」
と

い
う
。

後
、
都
市
計
画
愛
知
地
方
委
員
会
に
勤
務
し
て
い
た
頃
に
、
R
・
ア
ン
ウ
ィ
ン
（R

aym
o

n
d

 U
n

w
in

, 1863-1940

）
や
C
・
B
・
パ

ー
ド
ム
（C

h
arles B

en
jam

in

 P
u

rd
o

m
, 1883-1965

）
と
の
書
簡
を
や
り
取
り
し
学
ん
だ
「
田
園
都
市
」
に
関
す
る
理
論
と
【
図
3
】
、

こ
の
「
山
岳
都
市
」
が
結
合
し
た
理
論
が
「
山
林
都
市
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
黒
谷
の
「
山
林
都
市
」
は
、「
田

園
都
市
の
精
神
に
基
づ
い
て
、
山
間
ま
た
は
林
間
に
建
設
せ
ら
れ
る
一
つ
の
理
想
都
市
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。「
山
岳
都
市
」
と

「
山
林
都
市
」
は
、
大
き
く
異
な
る
。
両
者
は
山
間
部
を
居
住
地
と
し
て
開
発
し
よ
う
と
し
た
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
た
が
、
前

者
は
、
熱
帯
地
方
に
お
け
る
山
岳
地
帯
の
高
度
差
を
利
用
し
て
良
好
な
環
境
を
目
指
し
た
結
果
で
あ
り
、「
公
衆
衛
生
」
上
の
事
由

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
対
す
る
後
者
は
、
山
林
を
利
用
す
る
産
業
を
基
盤
に
据
え
た
、「
理
想
都
市
」
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
。

明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）年
に
内
務
省
地
方
局
有
志
に
よ
っ
て
『
田
園
都
市
』
が
発
行
さ
れ
て
以
来
、
わ
が
国
で
は
数
々
の
「
日

本
型
田
園
都
市
」
の
理
論
が
展
開
さ
れ
た
【
巻
末
表
3
】
。
た
と
え
ば
関
一
の
「
花
園
都
市
」（
一
九
一
二
）
や
、
大
屋
霊
城
の
「
花
苑

都
市
」（
一
九
二
六
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
多
く
が
都
市
へ
の
人
口
集
中
に
よ
る
弊
害
を
指
摘
し
、
法
学
や
社
会
学
的
見
地
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加
藤
周
一
に
よ
れ
ば
、
明
治
社
会
は
、
西
洋

か
ら
輸
入
さ
れ
た
新
し
い
概
念
を
「
音
写
し
て
日
本
文
化

の
中
に
取
り
入
れ
よ
う
と
は
せ
ず
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
漢

字
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
翻
訳
し
た
」
と
し
た
上
で
、

こ
う
し
た
「
徹
底
し
た
翻
訳
主
義
」
は
、
次
の
四
つ
に
分

け
ら
れ
る
と
言
う
。
①
蘭
学
者
の
訳
語
の
借
用
、
②
中
国

語
訳
か
ら
の
借
用
、
③
古
典
中
国
語
の
語
彙
の
転
用
、
④

新
造
語
、
で
あ
る
。
参
考
文
献
6
参
照
。

註
2
―
9 

参
考
文
献
7
参
照
。
な
お
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

郊
外
の
ク
イ
ー
ン
ズ
地
区
に
「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ヒ
ル
ズ
・

ガ
ー
デ
ン
ズ
（F

orest H
ills G

ard
en

s

）」
と
い
う
郊
外

住
宅
地
が
あ
る
。
ラ
ッ
セ
ル
・
セ
イ
ジ
財
団
の
出
資
を
基

に
、
一
九
〇
九
年
か
ら
F
・
L
・
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド

Jr.

（F
red

erick

 L
aw

 O
lm

sted

 Jr., 1870-1957

）
と

グ
ロ
ヴ
ナ
ー
・
ア
タ
ー
バ
リ
ー
（G

r
o

s
v

e
n

o
r 

A
tterb

u
ry, 1869-1956

）
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
た
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
「
田
園
都
市
」
の
一
例
で
あ
る
。
名
称
が

関
連
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
上
、
黒
谷
の
『
山
林
都
市
』

に
先
行
す
る
が
、
接
点
が
見
当
た
ら
な
い
。
参
考
文
献
8

参
照
。

註
2
―
10 

参
考
文
献
9
参
照
。

註
2
―
11 

参
考
文
献
10
参
照
。

か
ら
社
会
改
良
を
標
榜
す
る
理
念
ば
か
り
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
黒
谷
の
「
山
林
都
市
」
は
、
職
住
一
体
の
理
想

郷
を
提
示
し
て
お
り
、
E
・
ハ
ワ
ー
ド
（E

b
en

ezer H
o

w
ard

, 1850-1928

）
の
「
田
園
都
市
」
の
本
質
を
、
当
時
と
し
て
は
最
も
よ

く
理
解
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
ア
ン
ウ
ィ
ン
仕
込
み
の
実
際
の
都
市
空
間
に
関
す
る
よ
り
具
体
的
な
提
案
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
時
期
の
「
田
園
都
市
」
の
解
釈
を
考
え
る
上
で
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
黒
谷
を
除
く
す
べ
て
の
人
物
が
、"G

ard
en

 C
ity"

を
い
か
に
理
解
し
て"G

ard
en

"

を
い
か
に
翻
訳
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
終
始
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
黒
谷
だ
け
が
、「
山
林
」
に

翻
案
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。"G

ard
en

"

の
訳
語
が
、「
田
園
」
に
落
ち
着
く
ま
で
の
言
葉
は
、
実
に
さ
ま
ざ
ま

で
あ
っ
た
。「
花
園
」「
家
苑
」「
菜
園
」「
農
園
」「
園
囿
」
…
…
ど
の
言
葉
も"G

ard
en

 C
ity"

に
対
す
る
解
釈
の
表
象
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
、
西
洋
か
ら
輸
入
さ
れ
た
思
想
を
、
古
典
中
国
語
の
語
彙
に
置
き
換
え
る
と
い
う
明
治
時
代
に
特
有
の

翻
訳
方
法
で
あ
っ
た
（
註
2
―
8
）
。
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）年
に
、
夏
目
漱
石
（
一
八
六
七
―
一
九
一
六
）
が
、「
徳
川
時
代
は
漢
文
が

盛
ん
で
あ
つ
た
。
然
し
当
時
は
支
那
が
標
準
で
あ
っ
た
。（
中
略
）支
那
人
と
同
じ
や
う
な
の
か
、
若
し
く
は
そ
れ
以
下
で
決
し
て
そ

れ
以
上
に
出
る
と
い
ふ
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
今
の
文
学
界
も
亦
こ
ん
な
（
西
洋
本
位
の
）様
が
あ
る
」（『
戦
後
文
界
の
趨
勢
』）
と

著
し
た
よ
う
に
、「
和
魂
漢
才
」
は
「
和
魂
洋
才
」
に
置
換
さ
れ
た
。"G

ard
en

"

の
訳
語
も
ま
た
、
漢
語
に
置
き
換
え
ら
れ
た
が
、

漱
石
は
、
こ
う
し
た
「
漢
意
」
を
非
難
し
た
の
で
あ
る
（
註
2
―
9
）
。
黒
谷
の
「
山
林
」
と
い
う
言
葉
は
、
明
ら
か
に
翻
訳
で
な
か
っ

た
。
翻
案
で
あ
っ
た
。
R
・
ア
ン
ウ
ィ
ン
と
文
通
し
、
彼
の
思
想
を
当
時
の
ど
の
日
本
人
よ
り
も
理
解
し
て
い
た
黒
谷
は
、
そ
の
概

念
を
「
田
園
都
市
」
で
良
し
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

◉「
山
林
都
市
」と「
田
園
都
市
」　

さ
て
、
黒
谷
の
「
山
林
都
市
」
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
理
論
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
? 

　
E
・
ハ
ワ
ー
ド
に
よ
る
『
田
園
都

市
』（
一
八
九
八
／
一
九
〇
二
）
と
比
較
し
て
み
る
と
（
註
2
―
10
）
、
一 

土
地
の
公
有
制
度
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
点
、
二 

工
業

を
中
心
産
業
と
し
た
三
〜
五
万
人
程
度
の
「
小
都
市
」
を
目
標
と
し
て
い
る
点
、
三 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
じ
ら

れ
て
い
る
点
、
に
お
い
て
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
同
時
代
に
お
け
る
「
日
本
型
田

園
都
市
」
に
も
見
ら
れ
る
内
容
で
あ
り
、「
山
林
都
市
」
の
空
間
的
特
徴
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
R
・
ア
ン
ウ
ィ
ン
に
よ

る
『
実
践
の
都
市
計
画
』（
一
九
〇
九
）
と
比
較
し
て
考
え
れ
ば
（
註
2
―
11
）
、
一 

参
照
す
る
都
市
事
例
が
共
通
す
る
点
、
二 

道
路
の

デ
ザ
イ
ン
を
中
心
と
し
た
都
市
の
美
観
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
点
、
に
お
い
て
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
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註
2
―
12 

参
考
文
献
11
参
照
。

註
2
―
13 

参
考
文
献
12
参
照
。

る
。
二
点
目
に
つ
い
て
は
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）年
に
、
前
田
松
韻
に
よ
る
「
住
宅
経
営
に
つ
い
て
」
と
い
う
一
連
の
論
文
の
中

で
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
が
（
註
2
―
12
）
、
内
容
紹
介
に
止
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
同
時
代
に
お
け
る
「
日
本
型
田
園
都
市
」
を
見
て

も
、
道
路
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ
た
理
論
は
見
当
た
ら
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
次
の
三
点
に
つ
い
て
は
、「
山
林
都
市
」
の
独
自
の
理
論
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
は
、
一 「
田
園

都
市
」
に
お
け
る
、「
田
園
」
を
「
山
林
」
に
代
替
し
て
い
る
点
、
二 

水
力
発
電
に
よ
る
電
気
を
主
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
い

る
点
、
三 

主
要
交
通
を
電
気
自
動
車
と
し
て
い
る
点
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
点
か
ら
な
る
独
自
性
は
、
い
ず
れ
も
「
山
林
」
を
対

象
と
し
た
が
ゆ
え
に
構
想
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

◉「
山
林
都
市
」の
内
容

さ
て
、
黒
谷
の
「
山
林
都
市
」
に
は
、
内
容
の
把
握
を
容
易
に
し
、
論
理
の
構
成
を
明
確
に
す
る
た
め
の
章
立
て
や
見
出
し
の
類

い
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
わ
ず
か
に
序
と
大
意
が
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
目
次
が
な
く
、
ひ
と
つ
の
物
語
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
注
意
深
く
読
め
ば
、
黒
谷
の
『
山
林
都
市
』
の
内
容
は
、（
一
）序
と
大
意
、（
二
）背
景
と
概
要
、

（
三
）地
区
計
画
、（
四
）街
路
計
画
と
電
気
自
動
車
、（
五
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
、（
六
）計
画
候
補
地
、
と
い
う
六
項
目
に
大
別
で
き

る
こ
と
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
六
項
目
に
基
づ
い
て
「
山
林
都
市
」
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
思
う

【
巻
末
資
料
参
照
】
。

（
一
）序
と
大
意

序
文
の
冒
頭
で
、「
此
の
山
林
都
市
一
名
林
間
都
市
は
、
都
市
と
工
業
と
を
、
生
活
と
生
産
と
を
、
研
究
し
て
居
る
私
の
「
ユ
ー

ト
ピ
ヤ
」
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ト
マ
ス
・
モ
ア
（T

h
o

m
as M

o
re, 1478-1535

）
に
よ
る
同
名

の
小
説
を
念
頭
に
書
か
れ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
（
註
2
―
13
）
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
そ
も
そ
も
目
次
が
な
い
こ
と
を
考

え
れ
ば
想
像
に
難
く
な
い
が
、『
山
林
都
市
』
以
外
の
黒
谷
の
著
書
で
は
、
い
ず
れ
も
詳
細
な
章
立
て
と
見
出
し
が
設
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
本
の
物
語
と
し
て
の
性
格
が
重
視
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
こ
の
序
文
に
つ
い
て
は
、

後
に
『
都
市
創
作
』
誌
上
に
発
表
さ
れ
た
論
文
で
は
、
次
の
一
二
点
か
ら
な
る
大
意
が
記
載
さ
れ
、
最
終
版
で
は
、
序
と
本
文
の
間

に
別
章
と
し
て
挿
入
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
書
き
出
し
部
分
に
は
、
黒
谷
が
腐
心
し
た
跡
が
う
か
が
え
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る
。「
山
林
都
市
」
の
大
意
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
一
二
項
目
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
都
市
集
中
は
社
会
上
の
弊
害
を
醸
成
す
る
こ
と
。

二
、
都
市
集
中
は
都
市
自
身
の
為
め
の
み
な
ら
ず
国
家
の
為
め
、
甚
だ
不
利
益
な
る
こ
と
。

三
、
都
市
集
中
に
基
く
都
市
内
の
弊
害
を
除
去
す
る
は
、
近
代
的
都
市
計
画
の
精
神
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、
我
国
に
於
て
は
之
れ
が

　
　
頗
る
困
難
な
る
こ
と
。

四
、
英
国
に
於
て
は
都
市
救
済
の
根
本
策
と
し
て
都
市
集
中
に
反
対
し
、
田
園
都
市
を
作
り
て
人
口
の
分
散
を
企
て
つ
ゝ
あ
る
こ
と
。

五
、
我
国
に
於
て
も
都
市
生
活
を
有
意
義
な
ら
し
め
ん
が
為
め
に
は
、
都
市
集
中
を
避
け
、
別
に
新
し
き
町
即
ち
新
理
想
都
市
を
築

　
　
造
せ
ざ
る
べ
か
ざ
る
こ
と
。

六
、
然
も
日
本
に
於
て
は
土
地
高
価
な
る
を
以
て
、
英
国
に
於
け
る
が
如
く
田
園
都
市
を
築
造
す
る
能
は
ざ
る
こ
と
。

七
、
我
国
に
於
て
は
山
林
を
利
用
し
、
田
園
都
市
の
代
り
に
、
山
林
都
市
を
建
設
せ
ざ
る
べ
か
ざ
る
こ
と
。

八
、
山
林
都
市
は
、
田
園
都
市
の
精
神
に
基
き
、
工
業
を
中
心
と
し
て
市
街
を
建
設
し
、
市
民
を
し
て
衛
生
的
に
、
文
化
的
に
生
活

　
　
せ
し
む
る
も
の
な
る
こ
と
。

九
、
山
林
都
市
は
ロ
マ
ン
テ
イ
シ
ズ
ム
に
従
ひ
、
築
庭
的
に
計
画
せ
ら
れ
、
人
工
美
と
自
然
美
と
を
好
く
調
和
せ
し
む
る
も
の
な
る

　
　
こ
と
。

一
〇
、
山
林
都
市
は
田
園
都
市
よ
り
も
、
よ
り
多
く
大
自
然
に
接
近
せ
し
む
る
な
る
を
以
て
、
大
都
市
の
不
自
然
な
る
唯
物
的
闘
争

　
　
生
活
か
ら
離
れ
て
、
万
物
共
存
の
自
然
的
共
同
生
活
に
復
帰
せ
し
む
る
も
の
な
る
こ
と
。

一
一
、
山
林
都
市
は
都
市
の
文
化
設
備
と
天
然
自
然
の
美
観
と
を
併
せ
有
す
る
も
の
な
る
を
以
て
、
市
民
は
楽
し
く
働
き
て
、
美
し

　
　
く
生
活
す
る
を
得
、
従
つ
て
能
率
は
増
進
し
、
精
神
は
安
定
し
、
労
働
争
議
は
之
れ
な
き
こ
と
。

一
二
、
故
に
社
会
改
良
家
及
科
学
的
工
業
経
営
家
は
、
是
非
と
も
山
林
都
市
の
建
設
に
努
力
す
べ
き
こ
と
。

こ
れ
ら
を
読
む
と
、
次
の
四
つ
の
内
容
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
一
番
目
か
ら
四
番
目
ま
で
は
、
英
国

の
「
田
園
都
市
」
に
則
っ
た
人
口
分
散
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
お
り
、
次
に
五
番
目
か
ら
七
番
目
ま
で
は
、
日
本
に
お
い
て
も
「
田

園
都
市
」
が
必
要
で
あ
る
が
、「
田
園
」
で
は
な
く
「
山
林
」
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
八
番
目
か
ら
一
一
番
目

ま
で
に
書
か
れ
て
い
る
の
が
、「
山
林
都
市
」
に
独
自
の
内
容
で
あ
り
、
最
後
の
一
二
番
目
に
、
そ
の
実
現
支
援
者
に
宛
て
た
言
葉

が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
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（
二
）背
景
と
概
要

本
文
の
冒
頭
で
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
平
均
死
亡
率
と
犯
罪
件
数
か
ら
都
市
の
現
況
分
析
に
基
づ
い
た
、
人
口
の
「
都
市
集
中
」

に
よ
る
弊
害
が
述
べ
ら
れ
、
英
国
に
お
け
る
社
会
改
良
家
の
仕
事
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
R
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
（R

o
b

ert O
w

en
, 

1
7

7
1

-1
8

5
8

）、
J
・
S
・
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
（Jam

es Silk

 B
u

ck
in

gh
am

, 1
7

8
6

-1
8

5
5

）、
A
・
A
・
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
ー
（A

n
th

o
n

y

 

A
sh

ley-C
o

o
p

er Sh
aftesb

u
ry, 1801-1885

）、
E
・
チ
ャ
ド
ウ
ィ
ッ
ク
卿
（Sir E

d
w

in

 C
h

ad
w

ick, 1800-1890

）
の
名
前
が
挙
げ

ら
れ
、
彼
ら
の
仕
事
が
E
・
ハ
ワ
ー
ド
の
『
明
日
の
田
園
都
市
』
に
結
ば
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
続
け
て
、
工
場
を
有
す
る
ユ
ー
ト
ピ

ア
を
構
想
し
た
R
・
オ
ー
エ
ン
と
J
・
S
・
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
G
・
キ
ャ
ド
バ
リ
ー
（G

eo
rge C

ad
b

u
ry, 1839-

1922

）
に
よ
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場
を
中
心
と
し
た
ボ
ー
ン
ヴ
ィ
ル
（B

o
u

rn
ville

）
や
、
W
・
H
・
リ
ー
ヴ
ァ
（W

illiam

 H
esk

eth

 

L
ever,  1851-1925

）
に
よ
る
石
鹸
工
場
を
中
心
と
し
た
ポ
ー
ト
サ
ン
ラ
イ
ト
（P

o
rt Su

n
ligh

t

）
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
点
は
、

「
山
林
都
市
」
が
工
場
を
中
心
と
し
た
自
立
し
た
都
市
で
あ
る
こ
と
を
表
明
す
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
同
時
に
ま
た
、
英
国

に
お
け
る
「
公
衆
衛
生
法
」（
一
八
四
八
）
を
確
立
し
た
E
・
チ
ャ
ド
ウ
ィ
ッ
ク
卿
の
仕
事
に
つ
い
て
紙
面
が
割
か
れ
、
英
国
の
都
市

計
画
が
「
米
国
と
は
異
な
っ
て
社
会
改
良
家
の
精
神
に
基
づ
い
て
」
培
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

う
し
た
論
調
は
、
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）年
に
内
務
省
地
方
局
有
志
に
よ
っ
て
『
田
園
都
市
』
が
著
さ
れ
て
以
来
、「
日
本
型
田
園

都
市
」
全
般
に
見
出
す
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
（
註
2
―
14
）
。

こ
の
後
に
は
、
当
然
の
よ
う
に
、
人
口
の
分
散
と
、
土
地
の
公
有
に
関
す
る
文
章
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
両
者
と
も
に
『
田
園
都

市
』
の
本
質
で
あ
る
と
同
時
に
、「
山
林
都
市
」
の
基
本
的
な
考
え
方
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
も
ま
た
、
同
様
に
「
日
本
型
田
園
都

市
」
の
域
を
超
え
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
日
英
の
地
価
と
土
地
利
用
を
具
体
的
に
比
較
し
た
点
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
英
国
の
郊
外
は
、「
地
価
が
廉
い
」
上
に
「
大
方
牧
場
」
で
都
市
建
設
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
が
広
が
っ
て
い
る
の
に
対

し
て
、
日
本
で
は
、「
地
価
が
廉
く
は
な
い
」
上
に
「
集
約
的
に
耕
さ
れ
て
ゐ
る
田
地
か
畑
地
」
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
言
い

換
え
れ
ば
、
わ
が
国
の
郊
外
に
広
が
る
田
畑
は
、
地
価
が
高
い
上
に
、
そ
の
所
有
形
態
が
複
雑
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う

し
た
日
英
の
現
状
比
較
か
ら
、
黒
谷
は
、
地
価
が
安
く
、
大
地
主
が
占
有
し
て
い
る
場
合
が
多
い
わ
が
国
の
〈
山
林
〉
を
見
出
し
た

の
で
あ
る
。

註
2
―
14 

参
考
文
献
13
参
照
。

47

第
Ⅱ
章
　
山
林
都
市
／
一
名
林
間
都
市

（
三
）地
区
計
画

「
山
林
都
市
」
が
他
の
「
日
本
型
田
園
都
市
」
と
異
な
る
の
は
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
具
体
的
な
記
述
が
用
途
別
に
な
さ
れ
て

い
る
点
で
あ
る
。
R
・
ア
ン
ウ
ィ
ン
に
よ
る
『
実
践
の
都
市
計
画
』（
一
九
〇
九
）
と
比
較
し
て
も
、
都
市
空
間
の
細
部
に
つ
い
て
具

体
的
な
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
く
（
註
2
―
15
）
。

ま
ず
、
山
林
を
水
源
と
し
た
水
力
発
電
を
行
い
、
そ
の
電
力
に
よ
っ
て
電
車
と
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
走
ら
せ
、
全
体
が
「
都
市
的
中

心
」「
商
業
地
域
」「
工
業
地
域
」「
住
居
地
域
」
と
い
う
四
つ
の
用
途
地
区
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い

る
電
車
は
、
都
市
間
交
通
と
し
て
の
移
動
手
段
で
あ
り
、
市
内
交
通
で
は
な
い
。
市
内
は
、「
総
て
が
適
当
の
歩
行
距
離
に
配
置
」

さ
れ
、「
日
々
工
場
に
通
ふ
に
も
事
務
所
に
行
く
に
も
一
五
分
か
二
〇
分
位
外
気
を
呼
吸
し
て
、
歩
い
て
行
く
」
こ
と
が
想
定
さ
れ

て
い
た
。

　
「
都
市
的
中
心
」
は
、
四
方
か
ら
見
え
る
高
所
に
設
け
ら
れ
、
そ
こ
に
は
市
役
所
・
市
会
議
事
堂
・
雨
天
に
は
公
園
と
な
る
公
会

堂
が
建
設
さ
れ
、
谷
間
ご
と
に
設
け
ら
れ
た
「
副
中
心
」
に
は
、
市
場
や
倶
楽
部
の
他
に
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
な
ど
の
室
内
運
動
場
が

建
設
さ
れ
る
。
そ
の
際
、「
都
市
的
中
心
」
と
「
副
中
心
」
を
結
ぶ
主
要
道
路
沿
い
は
、「
商
業
地
域
」
と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

と
い
う
。
こ
う
し
た
「
中
心
」
の
地
区
で
は
、
耐
火
構
造
の
四
階
建
て
の
建
物
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
次
に
「
商
業
地
域
」
は
、
こ

の
「
都
市
的
中
心
」
か
ら
電
車
の
停
車
場
へ
至
る
街
路
沿
い
に
設
け
ら
れ
、
市
域
全
面
積
の
一
〇
〇
分
の
一
に
満
た
な
い
小
規
模
な

も
の
に
す
る
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
一
階
が
消
費
組
合
の
経
営
す
る
商
店
、
二
階
以
上
が
事
務
所
と
な
る
建
物
に
よ
っ

て
用
途
の
混
合
が
提
案
さ
れ
、
劇
場
や
映
画
館
が
集
め
ら
れ
た
娯
楽
施
設
も
備
え
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
耐
火

構
造
の
建
物
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
が
、
高
さ
は
三
階
建
て
ま
で
に
抑
え
る
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
工
業
地
域
」

は
、「
山
林
都
市
」
の
都
市
経
営
の
中
心
に
据
え
ら
れ
、
鉄
道
線
路
を
挟
ん
で
商
業
施
設
と
反
対
側
に
配
置
す
る
よ
う
に
記
さ
れ
、

工
業
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
林
産
加
工
業
は
も
と
よ
り
、
製
糸
業
や
精
密
機
械
工
業
を
中
心
と
し
た
産
業
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
工
業
は
、
社
会
改
良
家
に
よ
る
「
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
（P

atern
alism

）」
や
、
組
合
経
営
を
中
心
と
す
る
「
恊
働
主
義
」
に

立
脚
し
た
経
営
で
あ
る
べ
き
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
最
後
に
「
住
居
地
域
」
に
は
、「
地
区
に
依
り
て
一
定
面
積
に
建
築
す
べ
き

家
屋
の
一
定
数
を
定
め
家
屋
の
大
小
、
並
に
建
築
の
体
裁
を
整
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
こ
と
が
記
さ
れ
、
最
低
六
〇
坪
以
上
、
平
均

一
〇
〇
坪
と
さ
れ
る
敷
地
は
「
建
築
面
積
の
二
倍
を
最
小
と
し
、
三
倍
を
標
準
」
と
す
る
よ
う
に
建
蔽
率
を
指
定
し
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
十
分
に
取
ら
れ
た
空
地
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
庭
園
に
お
い
て
花
卉
や
野
菜
を
造
る
よ
う
に
奨
励
さ
れ
て
い
る
が
、
後
の
論
文
で

註
2
―
15 

参
考
文
献
10
参
照
。
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は
、
梅
・
桃
・
桜
・
紅
葉
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
花
園
や
、
そ
の
土
地
に
特
徴
的
な
自
然
の
要
素
に
よ
っ
て
「
周
囲
に
四
季
の
名
所
を

設
定
す
る
こ
と
」
が
主
張
さ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
敷
地
に
建
て
ら
れ
る
住
宅
は
、「
山
林
都
市
」
の
経
営
者
が
「
副
業
と
し

て
建
築
業
を
営
む
か
、
将
た
特
別
の
建
物
会
社
を
立
て
ゝ
機
械
を
以
て
」
標
準
化
さ
れ
た
住
宅
を
建
設
す
る
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
住
居
地
域
」
で
は
、「
商
業
地
域
」
に
隣
接
す
る
建
物
に
つ
い
て
は
耐
火
構
造
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
関
し
て
は
、
屋

根
以
外
は
必
ず
し
も
耐
火
構
造
と
す
る
必
要
は
な
く
、
木
造
住
宅
の
開
放
性
と
雰
囲
気
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
住
人
に
つ
い

て
は
、
一
定
の
社
会
階
層
が
ま
と
ま
っ
て
住
む
必
要
が
あ
り
、
そ
の
中
心
に
、
図
書
館
・
博
物
館
・
芸
術
館
・
学
校
等
の
教
育
施
設

が
建
設
さ
れ
、「
最
も
恰
好
な
谷
間
を
利
用
し
て
」
全
市
民
が
集
ま
る
こ
と
の
で
き
る
野
外
集
会
場
・
野
外
劇
場
・
野
外
競
技
場
を

設
け
る
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
四
）街
路
計
画
と
電
気
自
動
車

さ
て
、「
山
林
都
市
」
の
街
路
は
、「
地
形
に
基
き
其
の
高
低
に
従
つ
て
」
計
画
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、「
格
子
形

（G
rid

iro
n

 T
yp

e

）
や
碁
盤
目
式
（C

h
essb

o
ard

 T
yp

e
）
は
（
中
略
）山
林
都
市
に
於
て
は
絶
対
に
禁
物
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

四
つ
の
地
域
計
画
を
取
り
結
ぶ
道
路
は
、「
楓
葉
の
葉
脈
状
に
計
画
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
形
の
高
低
に
従
っ
た
街
路
と
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
、「
市
街
地
の
外
郭
に
在
る
山
林
地
帯
」
に
、
都
市
全
体
を
周
遊
で
き
る
「
内
輪
と
外
輪
」
か
ら
な
る
二
重
の

「
輪
環
街
路
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
事
例
と
し
て
、「
加
奈
陀
（
カ
ナ
ダ
）
の
プ
リ
ン
ス
ル
ー
パ
ー
ト

（P
rin

ce R
u

p
ert

）」「
デ
ン
バ
ー
ヴ
ヰ
レ
ッ
ヂ
（D

en
ver V

illage

）」「
那
威
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）
の
ハ
マ
ル
（H

am
ar

）」
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
R
・
ア
ン
ウ
ィ
ン
に
よ
る
『
実
践
の
都
市
計
画
』
の
影
響
で
あ
っ
た
（
註
2
―
16
）
。
さ
ら
に
ま
た
、
街

路
幅
員
と
「
プ
ロ
ッ
ト
（P

lo
t

）」
す
な
わ
ち
区
画
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
幅
員
が
広
い
街
路
に
は
大
き
な
区
画
を
、
狭
い
街
路
に
は

小
さ
い
区
画
を
割
り
付
け
る
よ
う
に
し
て
、「
整
格
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）」
の
必
要
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、「
山
林
都
市
」
に
お
け
る
市
内
交
通
は
、
基
本
的
に
「（
施
設
の
）配
置
は
悉
く
適
当
の
歩
行
距
離
の
範
囲
内
に
於
て

す
る
を
原
則
」
と
さ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
道
路
上
を
走
る
の
は
電
気
自
動
車
で
あ
り
、
路
面
電
車
の
類
い
は
一
切
走
ら
な
い
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。
電
気
自
動
車
に
つ
い
て
は
、「
燃
料
節
約
上
我
国
に
於
て
最
も
必
要
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
山
林
都
市
に
は
最
も
適

当
な
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
。
電
気
自
動
車
に
関
す
る
記
述
は
、
意
外
に
思
わ
れ
る
が
、
黎
明
期
に
あ
っ
た
自
動
車
の
駆
動
方
式
は
、

石
油
と
電
気
の
間
で
揺
れ
て
い
た
上
（
註
2
―
17
）
、「
斜
面
」
に
関
し
て
言
え
ば
、
自
動
車
の
ほ
う
が
路
面
電
車
よ
り
も
移
動
の
自
由

註
2
―
16 
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註
2
―
17 

黎
明
期
に
お
け
る
自
動
車
の
駆
動
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
、
ガ
ソ
リ
ン
と
電
気
で
競
合
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
で

は
、
一
八
九
七
年
に
「
ロ
ン
ド
ン
電
気
乗
合
自
動
車
会

社
」
が
設
立
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
〇
〇
年
に

「
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
・
ヴ
ィ
ー
ク
ル
社
（H

artford

）」
が

電
気
自
動
車
「
コ
ロ
ン
ビ
ア
」
を
生
産
し
て
お
り
、
電
気

自
動
車
の
商
業
的
利
用
が
考
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
蓄
電
池
の
交
換
と
充
電
一
回
当
た
り
の
走
行

距
離
（
五
〇
マ
イ
ル
程
度
）
の
た
め
に
、
一
九
二
〇
年
代

に
な
る
と
電
気
自
動
車
の
生
産
と
使
用
は
減
少
し
姿
を
消

す
こ
と
に
な
っ
た
。
参
考
文
献
14
、
15
参
照
。

註
2
―
18 

参
考
文
献
16
参
照
。

度
が
高
い
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
黒
谷
は
、「
山
林
都
市
」
に
お
け
る
地
形
の
高
低
差
を
克
服
す
る
た
め
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
導

入
を
考
え
た
し
、
都
市
間
の
移
動
に
は
当
然
、
電
車
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
路
面
電
車
は
、「
不
経
済
」
で
「
危

険
物
」
と
し
て
い
る
。
都
市
が
「
不
経
済
」
な
路
面
電
車
を
必
要
と
す
る
の
は
、「
都
市
の
不
秩
序
」
の
証
し
で
あ
る
と
言
い
、
そ

れ
は
「
衝
突
」
と
「
病
気
伝
染
」
の
可
能
性
が
あ
る
「
危
険
物
」
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
路
面
電
車
と
の
「
衝
突
」
に
つ
い
て
は
、

本
格
的
な
自
動
車
社
会
が
到
来
す
る
以
前
の
こ
と
で
、
自
動
車
が
同
様
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
「
危
険
物
」
と
な
る
と
は
考
え
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
五
）コ
ミ
ュニ
テ
ィ
計
画

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
記
述
は
、「
山
林
都
市
計
画
」
等
の
初
期
の
版
で
は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
後
の
版
で
加
筆
さ
れ
た
部

分
で
あ
る
。「
山
林
都
市
」
は
、
地
方
制
度
に
よ
っ
て
公
共
団
体
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
の
「
寄
合
世
帯
」
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、「
共
同
生
活
を
意
識
し
た
親
交
団
体
」
で
あ
る
べ
き
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　
「
山
林
都
市
」
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、「
隣
保
組
織
」
と
「
自
治
組
織
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
隣
保
組
織
」
に
つ
い
て
は
、

「
町
」
あ
る
い
は
「
区
」
が
単
な
る
物
理
的
な
行
政
単
位
で
は
な
く
、「
親
交
団
体
」
と
し
て
の
自
治
的
性
格
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
だ

と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
一
〇
〇
戸
を
単
位
と
し
て
「
町
内
組
合
」
を
作
り
、
一
〇
〇
〇
戸
＝
一
〇
町
を
一
区
と
す
る
小
学
校

区
を
形
成
す
る
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
想
定
人
口
が
約
五
万
人
に
対
し
て
想
定
戸
数
は
約
一
万
戸
で
あ
っ
た
か
ら
、「
山
林
都
市
」

全
体
と
し
て
は
、
一
〇
校
＝
一
〇
区
か
ら
な
る
小
学
校
区
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
人
口
単
位
は
、
本
人
の
言
に
従
え
ば
、

英
国
の
「
ソ
ー
ク
（So

k
e

）
と
か
ワ
ー
ド
（W

ard

）
と
か
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
（H

u
n

d
red

）
と
称
す
る
も
の
」
あ
る
い
は
「
プ
レ
シ

ン
ク
ト
（P

recin
ct

）」
が
参
考
に
さ
れ
た
と
い
う
が
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
に
C
・
A
・
ペ
リ
ー
（C

laren
ce A

rth
u

r 

P
erry

, 1
8

7
2

-1
9

4
4

）
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
近
隣
住
区
論
（T

h
e N

eig
h

b
o

rh
o

o
d

 U
n

it

）』
に
お
け
る
一
小
学
校
当
た
り

五
〇
〇
〇
人
と
す
る
数
値
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
註
2
―
18
）
、「
山
林
都
市
」
の
版
が
重
ね
ら
れ
る
中
で
参
考
に
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
各
住
宅
の
裏
庭
を
利
用
し
て
、
幼
児
の
た
め
の
最
小
単
位
と
な
る
運
動
場
を
作
る
こ
と
で
、「
隣
保
中
心

（N
eigh

b
o

rh
o

o
d

 C
en

ter

）」
を
形
成
す
る
と
い
う
記
述
か
ら
も
ペ
リ
ー
の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、「
自
治
組
織
」
に
つ
い
て
は
、「
直
系
的
（
ヴ
ァ
ー
テ
ィ
カ
ル
）」
で
あ
る
市
役
所
組
織
を
、「
計
画
的
職
分
」
と
「
実
行
的

職
分
」
に
大
別
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。「
計
画
的
職
分
」
と
は
、「
人
事
、
記
録
、
財
政
、
出
納
、
法
制
に
関
す
る
こ
と
」


